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これまでの主なトピック

 食中毒事故の発生等を契機に2000年頃からGAPへの注目が高まり、流通・JA・行
政等、多様なGAPが日本国内で運用

 日本GAP協会が第三者認証の本格的GAPであるJGAPを運用開始（2007年）
 農林水産省「農業生産工程管理（GAP）の共通基盤に関するガイドライン」が策定
（2010年）

 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会における農産物、畜産物の食材
調達基準への採用（2017年）

 ASIAGAPがGFSI（＊）の承認を取得（2018年）
＊GFSI（ Global Food Safety Initiative ）･･･世界の食品事業者から成る非営利団体。中心的な
活動の一つとして、食品安全にかかわる認証プログラムについて、その適合性を判定・承認する
仕組み（ベンチマーク）を提供し、適合性を監査。GFSI から承認された認証プログラムは、信頼
に足る食品安全の認証制度として支持される。

 農林水産省「食料・農業・農村基本計画」においてGAPの推進が明記（2020年）
 農林水産省「我が国における国際水準GAPの推進方策」および「国際水準GAPガイ
ドライン」の策定（2022年）

 JGAP、ASIAGAP、GLOBALG.A.P.の認証数の増加に加え、農水省ガイドラインに
準拠したGAPを策定する都道府県が増加し取組数も大幅に増加

 食品事業者からの支持の広がり



JGAP/ASIAGAPのいま

 認証農場数 7,187、認証数 2,161（2022年3月末時点）

 JGAP、ASIAGAP指導員数 11,531名（同上）
 JGAP基準書
・2016（青果物、穀物、
茶）

・2017（家畜・畜産物）
 ASIAGAP基準書
・Ver.2.3改定第1版（青
果物、穀物、茶）
 公認研修
（基礎、団体認証、現地、
審査員、IPMなど）
 ロゴマーク
（累計発行数 1,315

2021年末時点）
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GAPとSDGS
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JGAP/ASIAGAPの今後の展開
1. 先進的かつ取り組みやすい基準書への改定（JGAP2022近日公表

予定）
2. 公認研修の刷新と充実（改定JGAP対応など）
3. 普及・広報活動の強化
4. 食品事業者との連携の推進
5. 海外への対応（国際団体との協働、アジアへの普及）
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本日のポイント

 SDGsへの理解と、その達成に
貢献するGAP認証

 GAPに関する種々の活発な取組
 行政、食品事業者からの強力な
支持

 ステークホルダー間の連携
 GAP普及大賞、GAP実践大賞の
好事例

★農業のSDGs＝GAP

GAP
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